
　
「
命
を
守
る
」家
づ
く
り
を

　
「
命
を
守
る
」家
づ
く
り
を

し
て
い
る
清
興
建
設
（
鎌
倉

し
て
い
る
清
興
建
設
（
鎌
倉

市
大
町
・
石
渡
好
行
社
長
）

市
大
町
・
石
渡
好
行
社
長
）

が
、
高
齢
者
が
健
康
に
長
生

が
、
高
齢
者
が
健
康
に
長
生

き
す
る
た
め
の
快
適
な
「
終

き
す
る
た
め
の
快
適
な
「
終

の
住
ま
い
」
を
提
案
す
る
た

の
住
ま
い
」
を
提
案
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
、
７

め
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
、
７

月
か
ら
鎌
倉
市
長
谷
２
丁
目

月
か
ら
鎌
倉
市
長
谷
２
丁
目

に
オ
ー
プ
ン
す
る

に
オ
ー
プ
ン
す
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

昨
年
１
０
３
歳
の
天
寿
を

　

昨
年
１
０
３
歳
の
天
寿
を

全
う
し
た
清
興
建
設
先
代
社

全
う
し
た
清
興
建
設
先
代
社

長
・
石
渡
弘
雄
さ
ん
は
１
９

長
・
石
渡
弘
雄
さ
ん
は
１
９

１
１
年
（
明
治

１
１
年
（
明
治
4444
）
生
ま
れ

）
生
ま
れ

で
、
亡
く
な
る
ま
で
自
宅
で

で
、
亡
く
な
る
ま
で
自
宅
で

す
ご
し
た
。
「
親
父
が
元
気

す
ご
し
た
。
「
親
父
が
元
気

で
長
生
き
で
き
た
の
は
家
族

で
長
生
き
で
き
た
の
は
家
族

に
見
守
ら
れ
な

に
見
守
ら
れ
な

が
ら
生
活
し
た

が
ら
生
活
し
た

家
の
お
か
げ
」

家
の
お
か
げ
」

と
、
石
渡
社
長

と
、
石
渡
社
長

は
先
代
の
住
ま

は
先
代
の
住
ま

い
で
そ
の
実
体

い
で
そ
の
実
体

験
を
も
と
に
改

験
を
も
と
に
改

修
を
加
え
、
公

修
を
加
え
、
公

開
し
よ
う
と
建

開
し
よ
う
と
建

築
家
・
横
松
佐

築
家
・
横
松
佐

智
子
さ
ん
に
設

智
子
さ
ん
に
設

計
を
依
頼
し

計
を
依
頼
し

た
。
た
。

　

横
松
さ
ん
は

　

横
松
さ
ん
は

『
か
ま
く
ら
女
性
史
』
の
編

『
か
ま
く
ら
女
性
史
』
の
編

さ
ん
員
を
し
て
い
た
と
き
、

さ
ん
員
を
し
て
い
た
と
き
、

先
代
か
ら
関
東
大
震
災
の
話

先
代
か
ら
関
東
大
震
災
の
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
9898
歳
の
と
き
だ
っ
た
が
年

歳
の
と
き
だ
っ
た
が
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
方
だ
っ

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
方
だ
っ

た
」
と
話
す
。

た
」
と
話
す
。

　

先
代
の
住
ま
い
は
築

　

先
代
の
住
ま
い
は
築
3030
数

年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建
て
の
２
階
部
分
。
改
修
は

建
て
の
２
階
部
分
。
改
修
は

元
の
構
造
を
な
る
べ
く
損
な

元
の
構
造
を
な
る
べ
く
損
な

わ
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
効
率

わ
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
効
率

よ
く
、
よ
り
安
全
に
使
い
や

よ
く
、
よ
り
安
全
に
使
い
や

す
い
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
行

す
い
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
行

わ
れ
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

わ
れ
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
や
床
全
体
の
段
差

ー
の
設
置
や
床
全
体
の
段
差

を
と
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
と
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
床
材
を
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ

化
、
床
材
を
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ

な
ど
の
自
然
素
材
に
し
、
断

な
ど
の
自
然
素
材
に
し
、
断

熱
材
に
は
ガ
イ
ナ
を
使
用

熱
材
に
は
ガ
イ
ナ
を
使
用

し
、エ
ア
コ
ン
な
し
で
も「
夏

し
、エ
ア
コ
ン
な
し
で
も「
夏

は
涼
し
く
」「
冬
は
温
か
い
」

は
涼
し
く
」「
冬
は
温
か
い
」

快
適
な
住
環
境
を
実
現
。キ

快
適
な
住
環
境
を
実
現
。キ

ッ
チ
ン
や
洗
面
台
も
車
イ
ス

ッ
チ
ン
や
洗
面
台
も
車
イ
ス

対
応
の
も
の
に
変
更
し
た
。

対
応
の
も
の
に
変
更
し
た
。

　

「
み
ん
な
が
集
う
こ
と
も

　

「
み
ん
な
が
集
う
こ
と
も

大
事
」
と
以
前
同
様
に
居
間

大
事
」
と
以
前
同
様
に
居
間

に
は
大
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て

に
は
大
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て

い
る
。
石
渡
社
長
は
こ
の
モ

い
る
。
石
渡
社
長
は
こ
の
モ

デ
ル
ル
ー
ム
か
ら
よ
り
良
い

デ
ル
ル
ー
ム
か
ら
よ
り
良
い

暮
ら
し
の
た
め
の
情
報
を
発

暮
ら
し
の
た
め
の
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

内
覧
は
７
月
９
日
か
ら
開

　

内
覧
は
７
月
９
日
か
ら
開

始
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

始
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

せ
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
水
曜
・
日
祝
日
は
休

時
。
水
曜
・
日
祝
日
は
休

業
。
清
興
建
設
☎
０
４
６
７

業
。
清
興
建
設
☎
０
４
６
７

・
2424
・
３
７
０
０

・
３
７
０
０

　

「
鎌
倉
朝
日
」
は
１
９
７

　

「
鎌
倉
朝
日
」
は
１
９
７

９
年
４
月
の
創
刊
以
来
、
生

９
年
４
月
の
創
刊
以
来
、
生

活
に
密
着
し
た
街
の
情
報
を

活
に
密
着
し
た
街
の
情
報
を

掲
載
し
続
け
本
年
９
月
に
４

掲
載
し
続
け
本
年
９
月
に
４

５
０
号
を
発
行
す
る
の
を
記

５
０
号
を
発
行
す
る
の
を
記

念
し
て
、
「
鎌
倉
を
舞
台
に

念
し
て
、
「
鎌
倉
を
舞
台
に

撮
影
し
た
映
画
Ⅰ
、
Ⅱ
」
の

撮
影
し
た
映
画
Ⅰ
、
Ⅱ
」
の

上
映
会
を
行
い
ま
す
。

上
映
会
を
行
い
ま
す
。

Ⅰ
「
海
街
ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
」

Ⅰ
「
海
街
ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
」

　

９
月
６
日
（
火
）
鎌
倉
芸

　

９
月
６
日
（
火
）
鎌
倉
芸

術
館
小
ホ
ー
ル

術
館
小
ホ
ー
ル

　

◆
午
前
の
部

　

◆
午
前
の
部
1111
時

　

◆
午
後
の
部

　

◆
午
後
の
部
1313
時
4545
分
上
分
上

映
、
映
、
1616
時
、
是
枝
裕
和
監
督

時
、
是
枝
裕
和
監
督

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

　

前
売
・
シ
ニ
ア
千
円
、
当

　

前
売
・
シ
ニ
ア
千
円
、
当

日
１
３
０
０
円

日
１
３
０
０
円

Ⅱ
「
麦
秋
」
「
そ
れ
か
ら
」

Ⅱ
「
麦
秋
」
「
そ
れ
か
ら
」

　

９
月

　

９
月
1010
日
（
土
）
鎌
倉
生

日
（
土
）
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

1111
時
「
麦
秋
」
（
小
津
安

時
「
麦
秋
」
（
小
津
安

二
郎
監
督
）

二
郎
監
督
）

　

1313
時
5050
分
、
保
坂
和
志
氏

分
、
保
坂
和
志
氏

（
小
説
家
）
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

（
小
説
家
）
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

　

1414
時
2020
分
「
そ
れ
か
ら
」

分
「
そ
れ
か
ら
」

（
夏
目
漱
石
原
作
・
森
田
芳

（
夏
目
漱
石
原
作
・
森
田
芳

光
監
督
）　

前
売
１
５
０
０

光
監
督
）　

前
売
１
５
０
０

円
、
当
日
１
７
０
０
円
、
Ⅰ

円
、
当
日
１
７
０
０
円
、
Ⅰ

＋
Ⅱ
セ
ッ
ト
券
２
３
０
０
円

＋
Ⅱ
セ
ッ
ト
券
２
３
０
０
円

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
内
の
書
店

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
内
の
書
店

な
ど
で
７
月

な
ど
で
７
月
1515
日
発
売
。
問

日
発
売
。
問

い
合
わ
せ
は
鎌
倉
朝
日
へ
。

い
合
わ
せ
は
鎌
倉
朝
日
へ
。

　

梅
の
実
が
熟
す
る
頃
に
雨

　

梅
の
実
が
熟
す
る
頃
に
雨

季
に
入
る
こ
と
か
ら
入
梅
と

季
に
入
る
こ
と
か
ら
入
梅
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
緑
美

い
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
緑
美

し
い
浄
妙
寺
を
訪
ね
た
。

し
い
浄
妙
寺
を
訪
ね
た
。

　

今
回
の
取
材
に
は
一
つ
楽

　

今
回
の
取
材
に
は
一
つ
楽

し
み
が
あ
り
ま
し
て
、
浄
妙

し
み
が
あ
り
ま
し
て
、
浄
妙

寺
さ
ま
の
運
営
さ
れ
る
「
石

寺
さ
ま
の
運
営
さ
れ
る
「
石

窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
」
を
訪

窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
」
を
訪

ね
る
こ
と
で
し
た
。
友
人
の

ね
る
こ
と
で
し
た
。
友
人
の

京
料
理
の
老
舗
主
人
と
同
行

京
料
理
の
老
舗
主
人
と
同
行

し
た
の
で
す
が
、
友
人
は
ま

し
た
の
で
す
が
、
友
人
は
ま

さ
に
絶
賛
。
こ
れ
ほ
ど
の
ラ

さ
に
絶
賛
。
こ
れ
ほ
ど
の
ラ

ン
チ
を
お
寺
の
境
内
で
出
せ

ン
チ
を
お
寺
の
境
内
で
出
せ

る
な
ん
て
、
こ
れ
か
ら
の
お

る
な
ん
て
、
こ
れ
か
ら
の
お

寺
の
在
り
方
だ
と
痛
感
し
、

寺
の
在
り
方
だ
と
痛
感
し
、

御
本
尊
様
も
き
っ
と
「
そ
れ

御
本
尊
様
も
き
っ
と
「
そ
れ

も
あ
り
だ
よ
！
」
な
ん
て
微

も
あ
り
だ
よ
！
」
な
ん
て
微

笑
ん
で
く
れ
て
い
る
に
違
い

笑
ん
で
く
れ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
勝
手
な
思
い
を
馳
せ

な
い
。
勝
手
な
思
い
を
馳
せ

ま
し
た
。　
　

ま
し
た
。　
　

　

お
釈
迦
さ
ま
は
お
顔
の
金

　

お
釈
迦
さ
ま
は
お
顔
の
金

箔
も
す
っ
か
り
は
げ
て
し
ま

箔
も
す
っ
か
り
は
げ
て
し
ま

い
、
色
黒
で
無
防
備
で
飾
り

い
、
色
黒
で
無
防
備
で
飾
り

気
の
な
い
素
の
お
顔
は
微
笑

気
の
な
い
素
の
お
顔
は
微
笑

ま
し
く
、
と
て
も
愛
ら
し
い

ま
し
く
、
と
て
も
愛
ら
し
い

も
の
で
す
。
お
身
体
の
衣
文

も
の
で
す
。
お
身
体
の
衣
文

は
丁
寧
に
つ
く
り
上
げ
ら

は
丁
寧
に
つ
く
り
上
げ
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
お
像

れ
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
お
像

だ
そ
う
で
す
。

だ
そ
う
で
す
。

　

浄
妙
寺
は
鎌
倉
五
山
の
禅

　

浄
妙
寺
は
鎌
倉
五
山
の
禅

の
古
刹
で
す
が
、
創
建
は
古

の
古
刹
で
す
が
、
創
建
は
古

く
、
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て

く
、
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
６
４
６
年
、
藤
原

い
ま
す
。
６
４
６
年
、
藤
原

鎌
足
が
旅
の
途
中
、
由
比
ヶ

鎌
足
が
旅
の
途
中
、
由
比
ヶ

浜
に
泊
ま
っ
た
時
の
こ
と
、

浜
に
泊
ま
っ
た
時
の
こ
と
、

夢
の
御
告
げ
で
白
髪
の
老
人

夢
の
御
告
げ
で
白
髪
の
老
人

が
現
れ
「
わ
し
は
お
前
を
守

が
現
れ
「
わ
し
は
お
前
を
守

り
、
不
思
議
な
力
の
あ
る
も

り
、
不
思
議
な
力
の
あ
る
も

の
を
授
け
る
。
こ
れ
を
こ

の
を
授
け
る
。
こ
れ
を
こ

の
地
に
埋

の
地
に
埋

め
た
な
ら

め
た
な
ら

ば
、
天
下

ば
、
天
下

が
よ
く
治

が
よ
く
治

ま
る
で
あ

ま
る
で
あ

ろ
う
」
。

ろ
う
」
。

夢
か
ら
さ

夢
か
ら
さ

め
た
鎌
足

め
た
鎌
足

の
枕
元
に

の
枕
元
に

は
「

鎌

は
「

鎌

槍
」
が
置

槍
」
が
置

い
あ
っ
た

い
あ
っ
た

と
い
う
。
御
告
げ
と
お
り

と
い
う
。
御
告
げ
と
お
り

に
、
そ
の
鎌
を
埋
め
よ
う
と

に
、
そ
の
鎌
を
埋
め
よ
う
と

す
る
と
、
そ
こ
に
白
狐
が
現

す
る
と
、
そ
こ
に
白
狐
が
現

れ
、
浄
妙
寺
の
裏
山
に
案
内

れ
、
浄
妙
寺
の
裏
山
に
案
内

さ
れ
、
鎌
を
埋
め
ま
す
と
、

さ
れ
、
鎌
を
埋
め
ま
す
と
、

神
の
御
告
げ
で
「
こ
の
地
は

神
の
御
告
げ
で
「
こ
の
地
は

こ
れ
か
ら
五
穀
豊
穰
、
人
々

こ
れ
か
ら
五
穀
豊
穰
、
人
々

は
安
楽
に
な
り
天
下
が
治
ま

は
安
楽
に
な
り
天
下
が
治
ま

る
で
あ
ろ
う
」
と
。
鎌
足
は

る
で
あ
ろ
う
」
と
。
鎌
足
は

謹
ん
で
拝
み
、
こ
の
有
り
難

謹
ん
で
拝
み
、
こ
の
有
り
難

さ
を
天
皇
に
申
し
上
げ
る

さ
を
天
皇
に
申
し
上
げ
る

と
、
天
皇
は
以
後
、
こ
の
地

と
、
天
皇
は
以
後
、
こ
の
地

を
「
鎌
倉
」
の
群
と
唱
え

を
「
鎌
倉
」
の
群
と
唱
え

よ
、
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
の
地

よ
、
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
の
地

名
の
由
来
に
な
っ
た
と
伝
え

名
の
由
来
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

浄
妙
寺
の
山
号
は

浄
妙
寺
の
山
号
は
稲と

う
と
う

荷か

山さ
ん
さ
ん

と

い
う
か
ら
頷
け
る
話
に
思
え

い
う
か
ら
頷
け
る
話
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。

て
な
り
ま
せ
ん
。

　

寄
木
造
。玉
眼
、彩
色
。
像

　

寄
木
造
。玉
眼
、彩
色
。
像

高
8787
・
１
㎝
。南
北
朝
時
代
。

・
１
㎝
。南
北
朝
時
代
。

　

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設　

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設　

１
日
〜
８
月

１
日
〜
８
月
3131
日
。
日
。

　

▼
小
動
神
社
天
王
祭

▼
小
動
神
社
天
王
祭　

３
〜

　

３
〜

1010
日
。
日
。

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭　

７
日
７
日
1717
時
、
祭
典
。

時
、
祭
典
。

　

▼
大
町

▼
大
町
･
八
雲
神
社
例
祭　

八
雲
神
社
例
祭　

９
〜
９
〜
1111
日
。
日
。

　

▼
山
ノ
内

▼
山
ノ
内
･
八
雲
神
社
例
祭

八
雲
神
社
例
祭

　

1010
〜
1717
日
。
日
。

　

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会　

1515

日
８
時
、
建
長
寺
。

日
８
時
、
建
長
寺
。

　

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭　

1515
日

宵
宮
。

宵
宮
。
1616
日
本
祭
。

日
本
祭
。

　

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭　

1717
日

神
幸
、

神
幸
、
2424
日
宵
宮
、

日
宵
宮
、
2525
日
例
日
例

祭
。
祭
。

　

▼
石
上
さ
ま
例
祭

▼
石
上
さ
ま
例
祭　

1818
日
。
日
。

　

▼

　

▼
鎌
倉
花
火
大
会

鎌
倉
花
火
大
会　

７
月

　

７
月
2020

日
1919
時
2020
分
。
分
。

　

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭　

2222
日

1414
時
、
材
木
座
の
来
迎
寺
。

時
、
材
木
座
の
来
迎
寺
。

　

▼
地
蔵
祭

▼
地
蔵
祭　

2424
日
、
宝
戒

日
、
宝
戒

寺
。
寺
。

　

▼
献
灯
会

▼
献
灯
会　

3131
日
1818
時
半
、

時
半
、

光
明
寺
。

光
明
寺
。
3030
・
3131
日
観
蓮
会
。

日
観
蓮
会
。

　

「
備
え
あ
れ
ば
憂

　

「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
と
言
い
ま

い
な
し
」
と
言
い
ま

す
が
、
大
地
震
が
発

す
が
、
大
地
震
が
発

生
し
た
際
の
準
備
は

生
し
た
際
の
準
備
は

さ
れ
て
い
ま
す
か
▼

さ
れ
て
い
ま
す
か
▼

鎌
倉
市
で
は
大
津
波
の
襲
来

鎌
倉
市
で
は
大
津
波
の
襲
来

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
年

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
年

４
月
に
鎌
倉
市
津
波
避
難
計

４
月
に
鎌
倉
市
津
波
避
難
計

画
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

画
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
動

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
動

画
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
▼
具

画
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
▼
具

体
的
な
避
難
を
イ
メ
ー
ジ
す

体
的
な
避
難
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
で
、
短
時
間
で
安
全

る
こ
と
で
、
短
時
間
で
安
全

に
避
難
す
る
経
路
、
場
所
の

に
避
難
す
る
経
路
、
場
所
の

確
認
な
ど
の
日
ご
ろ
か
ら
の

確
認
な
ど
の
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
や
、
津
波
に
関
す
る
正

備
え
や
、
津
波
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

ま
す
▼
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ

ま
す
▼
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
海
に
は
多
く
の
人
が
訪

て
、
海
に
は
多
く
の
人
が
訪

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
土
地
勘
の
な
い
人
に
正

す
。
土
地
勘
の
な
い
人
に
正

確
な
情
報
を
伝
え
る
術
は
あ

確
な
情
報
を
伝
え
る
術
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
▼
自
然
災

る
の
で
し
ょ
う
か
▼
自
然
災

害
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し

害
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
海
の
汚
染
問

れ
ま
せ
ん
が
、
海
の
汚
染
問

題
も
含
め
て
、
情
報
に
振
り

題
も
含
め
て
、
情
報
に
振
り

回
さ
れ
な
い
備
え
の
必
要
性

回
さ
れ
な
い
備
え
の
必
要
性

を
感
じ
ま
す
。

を
感
じ
ま
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

麦秋ⓒ1951松竹麦秋ⓒ1951松竹

石渡社長石渡社長（左）（左）と横松さんと横松さん

海街diaryⓒ2015吉田秋生・小学館／海街diaryⓒ2015吉田秋生・小学館／
フジテレビ 小学館 東宝 ギャガフジテレビ 小学館 東宝 ギャガ

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い

天
寿
全
う
し
た
親
父
の
家
を
公
開

天
寿
全
う
し
た
親
父
の
家
を
公
開

「
鎌
倉
朝
日
」

「
鎌
倉
朝
日
」450450
号
記
念

号
記
念

９
月
に
鎌
倉
を
舞
台
に
し
た
映
画
上
映

９
月
に
鎌
倉
を
舞
台
に
し
た
映
画
上
映

７７月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

浄
妙
寺　

釈
迦
如
来
坐
像

浄
妙
寺　

釈
迦
如
来
坐
像

（6161）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

株式会社 斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」

鎌倉倶楽部プロデュース
斉藤建設から新しい冷暖房

壁・天井が冷暖房器になる

これからの冷暖房は

遠赤外線で…

株式会社 斉藤建設
斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」
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